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一幼稚園の高齢化 した飼育 ウサギと幼児 とのかかわ りを通 した心の育み一
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1.研 究の目的と背景

本研究では,附 属三原幼稚園の高齢化 したウサギと

幼児 とのかかわりについて,保 育学 ・動物介在教育学 ・

人間動物関係学の観点から観察 ・考察す ることで,幼

児の心を育む支援のあ り方を明らかにす ることを目的

とした。

動物介在教育(AAE)と は,「動物を教育の場に介

在 させた教育全般 を指す もの」と定義されている。子

どもの動物への興味と関心を媒介 として,そ の心の窓

を開放することで,他 者に対す る共感性を育み,個 と

個の関係性を向上させ ることを第一義として,さ まざ

まな取 り組みが実践されている。一方,幼 稚園教育要

領の 「環境」領域 「ねらい」にも 「身近な動植物に親

しみをもって接 し,生 命の尊さに気づき,い たわった

り,大 切にした りす る」ことの必要性が明記 されてお

り,飼 育動物を通して幼児の心を育むことが求められ

ている。 しかし,幼 稚園では飼育動物を介在 した教育

のための具体的な指針 となるものがほとんどないため

に,保 育者が動物を飼育することに対して大きな不安

を感 じていることが多いとい う現状もある。

本園は,広 島大学大学院生物圏科学研究科 と長年に

わた り共同研究を継続 してきてお り,保 育学の観点と

動物介在教育学 ・人間動物関係学の観点にたちながら

飼育動物 と子どもたちのかかわ りを支えてきている。

特に現在は,飼 育している2羽 のウサギが高齢化 して

お り,若 くて健常なウサギよりもさらに緻密で適切な

飼育管理が必要とされている。そこで本園の子どもた

ちがこのウサギたちにかかわることを通して,子 ども

たちの心に どのような育みが形成 されるのかについ

て,異 分野を融合 した観点から明らかにすることを 目

的とした。

2研 究の方法

本園で現在飼育しているウサギは,幼 獣の時から世

話 を してい る 「キララ」 と 「ナナ」の2羽 で ある。い

ずれ も2005年 生まれの9歳 で,人 間の年齢 に換算す る

と80歳 程度で ある。 キララは環境の変化 に過敏で ある

ので,3年 前 よ り園庭の飼育小屋か ら職員室 内のケー

ジに移 して飼育 してい る。一方,ナ ナ について も高齢

化の現状 を考 えて,冬 季 は職員室 に移動 させてケー ジ

で個別 に飼 育 してお り,本 園の年長児が 当番活動 と し

て,毎 日交替で掃除 とエサや りを中心 とした世話 を し

てい る。

そ こで主な研 究方法 として,年 長児が職員室の ウサ

ギた ちにかかわ ってい る様子 を参与観察す るこ とで,

子 どもた ちの行動 と発話 をそれぞれのエ ピソー ドと し

て記録 し,そ のデー タに基づいて,幼 児の心の変化 に

ついて考察す るこ とを試 みた。

3.結 果 と考察

1)2013年5月

(1)エ ピソー ド1

冬の期間 は年長児

保 育 室 内 で ナ ナ を

飼 っていたが,そ ろ

そ ろ暖か くな って き

たので,教 師 はナナ

を園庭の広い飼 育小

屋 に戻 した方が よい

と考 えた。

そ こで,子 どもた

ちに 「ナナ ちゃんね

え,お 年寄 りだ し,

今年の冬 は寒か った

か ら,ず っ と暖かい

飼育ケースでお世話

して き た ん だ け ど

ね,そ ろそ ろ外 も暖
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か くなってきた し,こ こは狭 い し,ど うす る?」 と言

葉 を投げかけてみた。す る と,子 どもた ちも 「緑のサー

クル(外 の飼 育小屋 付近にあ るウサギ用 のサー クル)

の ところがいい ん じゃない?」 「あっちの広い ところ

(園庭 の飼 育小屋)が いいん じゃない?い っぱい動 け

る し」 「広 い所が いい と思 う」 「(以前 の)大 きい組 が

や ってたみたいに,あ っち(園 庭 の飼 育小屋)で 飼 っ

て,掃 除の時だけ緑 のサークル の ところがいん じゃな

い?」 と答 えた。 そ こで,園 庭 の飼 育小屋 に移 動 させ

ることに して,小 屋 を掃 除 しなが ら,そ の間にナナを

サー クル に入れ ることに した ところ,サ ー クルの 中に

生 えてい る雑 草を食 べ始 めた。 その ことに気 づいた子

どもた ちが 「よ う,草 食 べ よ うるね え」 「おい しい ん

じゃろ う」「気持 ちいい って言 って るん じゃない?」 と

っぶやいていた。

(2)エ ピソー ド1の 考察

　現在の年長児が年 中児だった1年 前は,ま だウサギ

を外の飼育小屋で飼っていることが多く,当 時の年長

児は外の飼育小屋 を掃除している問に,ウ サギをサー

クルの中に放 していた。子どもたちはそのことをよく

覚えていたのだろ う。教師自身 も狭いケージの中より

も,で きるなら草のたくさん生えているサークルの中

や広い飼育小屋で飼育す る方がウサギにとっては望ま

しいのではないかと考えていたので,そ のことに子 ど

もたちも気づいているのかを確認す るために上記のエ

ピソー ドのような言葉がけをした。その結果,子 ども

たちは年中時の経験 と今回の教師の言葉を関連付ける

ことで,ウ サギの立場に立って(ウ サギに配慮して),

ウサギにとって心地よい空間を考える心が芽生えたも

のと考えられる。

2)2013年6月

(1)エ ピソー ド2

　 6月 にな り蒸 し暑 い時期がや ってきた。外 の飼 育小

屋 は毎 日夕方にな ると強い西 日が差 し込むので,高 齢

のナナに とっては過 酷な環境 になってい るのではない

か と教師は心配 して

いた。 そ こで,子 ど

もたちに 「みんなが

幼 稚 園 か ら帰 っ た

後,ナ ナ ちゃんのお

家 に太 陽 の 光 が 当

たってす ごい暑 いん

よ。 ど うした らいい

と思 う?」 と問いか

けた ところ,「扇風機

をつ けた らいい よ」「氷 は?」 「風鈴 をつけ る」「先生の

お部屋 に行 って キララちゃん と一緒 にさみ しくない よ

うに した らいい よ」 「屋根付 けた らいい」 「横 に屋根付

けた らいい」 「カーテ ンみたいな」 「なんか,こ ん なの

(すだれ)し た ら?」 とい うよ うな声 が出て くる。ち ょ

うど,園 芸サー クル に所属す る保護 者が ゴーヤ を育て

よ うとされていたので,「す だれ ねえ。緑の葉 っぱです

だれみたい に して あるの見た こ とない?」 と子 どもた

ちに聞いてみ た ところ,「 知 って る!グ リー ンカーテ

ンって言 うん よ。ママが言ってた」 とい う子 どももい

た。そ こで,サ ー クルの保護者 の皆 さん に,子 どもた

ちの前で,飼 育小屋の西 にゴーヤの苗 を植 えて も らう

場面 を設 けるこ ととした。保護 者の 「みん な,水 や り

してね。 ゴーヤの グ リー ンカーテ ンだ よ。早 く大 き く

な るといいね」とい う声 に,「 これでナナが涼 しくなる

といいね え」 と言い添 えた。

(2)エ ピソー ド2の 考察

　 これまでは,西 日の暑 さが気 にな り始 める頃 にな る

と,教 師だ けで飼育小屋 にすだれ を設置 していた。 し

か し今年度は,ウ サ ギの適切な飼い方 を子 どもた ち と

共 に考 えることが子 どもた ちの心の育み につなが る と

考 えた。また,偶 然で はあったが,園 芸サー クル に所

属 してい る保護 者の皆 さんが ゴーヤの グ リー ンカーテ

ンを作 ろ うと計画 されていたので,そ の タイ ミングを

見計 らいな が ら子 どもた ちに言葉 を かけ る こと と し

た。子 どもたちは教師の言葉 がけがきっかけ となって,

自分た ちの 日々の生活 と関連付 けなが ら,ど の よ うに

振 る舞 えばウサ ギのた めにな るのか を真剣 に考 えてい

る姿が認 め られた。 ウサ ギにとって適切な飼育の仕方

を子 どもた ちに考 え させ るには,単 な る知識だ けを教

えるので はな く,自 分の毎 日の生活 と関連付 けさせ る

こ とがで きるよ うに,内 容 とタイ ミングを工夫す るこ

とが重要で ある と考 え られた。

(1)エ ピソー ド3

　猛暑が続 き,ナ ナ

の元気が なか ったの

で近隣のかか りつ け

の動物病院 に連れて

い った ところ,熱 中

症の よ うな症状 にあ

り,現 在 よ りもさ ら

に涼 しい ところで飼

う方が よい とい う診断で あった。 グ リー ンカーテ ンで

も高齢 ウサ ギの暑 さ対策 には十分では なか った よ うで
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ある。大学の共同研究者(大 学院生物圏科学研究科所

属の動物を専門とす る研究者)に 相談したところ,次

のようなメールで返信 されてきた。

ナナちゃんは老齢でもあ り,今 年の夏が酷暑である

ことを考慮に入れます と,ク ーラーのきいた室内で

飼育 した方が良いと思います。また,高 齢な動物は

日に何度 も飼育場所を移動 され ることをきらいます

ので,で きれば職員室で継続的に飼育され ることを

お勧めします。キララちゃんもすでに職員室で飼育

されていましたね。 となると,職 員室にもう一つの

ケージを入れて個別飼育 してあげてください。夜は,

最後の人が帰宅 され るまでクーラーを入れておい

て,そ の後はケージに凍 らせたペ ッ トボ トルなどを

入れて冷や してあげましょう。園庭の飼育小屋はグ

リーンカーテンをしてもやは り暑いと思います。そ

こで一度温度計を小屋に置いて温度を計って見てく

ださい。かなり高くなることにびっくりされ ると思

います。今夏は人間でも高齢者が熱中症などで死亡

されるケースが多くなってお りますので,ウ サギさ

んについても同様に配慮 してください。

　 このメール の文章を"ウ サギの先 生"か らの手紙 と

い うことに して,子 どもたちの前で読んだ ところ,み

んな真剣 な表情 で聞いていた。手紙 を読 んだ後 に,「ナ

ナは も うお年 寄 りだか ら,あ っち こっち行 った り来た

りしない方 がいいんだって。 どこがいいかね え?」 と

問いかけてみた ところ,「お部屋(自 分 のクラス)に 置

い とけば?涼 しい よ」 「先生 の部屋 に置 く?キ ララちゃ

ん もい るか らさび しくない よ」 とい う声が子 どもたち

か らも出てきたので,ク ー ラーの温度調節 をして,キ

ララもい る職員 室でナナを飼 うことに決 定 した。

　 また,実 際に子 ど

もたち と飼 育小屋 の

温 度 を 計 っ て み る

と,な ん と37℃ も

あった。 意外な暑 さ

に教師 も子 どもたち

も驚 き,改 めて 「や っ

ぱ り先 生の部屋 に連

れ てい くのがいい」

と全員 で納 得 した。

　夏休 み明け も,ウ サギの ことが気 にかか る子 どもた

ちが職員 室にい るウサギの様子 を見に来た。 「キ ララ,

死にそ うなんかね え」 「暑 い けえよ」 「うん ちも下痢 み

たい じゃ し」 「なんかナナ の方 が元気 な よ うな気 がす

る」「ナナ は動 きよるけえね」な ど友だち と会話を交わ

しなが らウサギの様 子 を見ていた。

(2)エ ピソー ド3の 考察

　熱中症症状を起こしたナナについて大学の共同研究

者(動 物を専門 とする研究者)に 相談することで,以

下の4点 が明 らか となった。

①　高齢な動物は 日に何度も移動させない方がよい。

②　ウサギは1羽 ずつ個別で飼育する方がよい(た だ

　 し近くに仲間(キ ララ)が いることが望ま しい。

③ 夜は,ク ーラーの代わ りに凍 らせたペッ トボ トル

　をケージの中に入れて冷やす とよい。

④　園庭の飼育小屋はグリーンカーテンな どの対策を

　 してもウサギにとってはまだ温度が高い。

　これ らの知識 について,言 葉がけでなく,実 際に温

度計を用いた り,飼 育小屋に行った りして考えさせる

ことでエピソー ドにも示 したような子 どもたちのウサ

ギに対する配慮の姿勢が育まれるもの と考えられた。

例えば,子 どもたちの発話の中には,① ナナちゃんを

暑い問はどうしたらいいのかとい う問いかけに対 し

て,「キララちゃんが一緒だとナナちゃんもさびしくな

い」とい う発話,② 夏休み明けにウサギの様子を見に

来た子 どもたちが,ウ サギの様子をこまか く観察 し,
"暑いか ら元気がないのではないか"と の推測

,③ そ

の後の飼育当番でケージを掃除する際には,ず いぶん

慎重にケージを動かすようになった行動な どが認めら

れた。

　動物介在教育学 ・人間動物関係学の立場か ら,教 師

がかかわ りやすい具体的な飼育方法を教えると,子 ど

もたちは自然に適切な飼育方法を身につけて行動する

ようにな り,ま たウサギの立場を思いやる心が育まれ

ることが明 らか となった。特に,園 庭の飼育小屋が予

想以上に温度が高い とい うことは実際に温度を計って

みて初めて分かることであ り,教 師自身も大変驚いた。

このような経験を通 して,子 どもたちも教師も,高 齢

のウサギにとって園庭の飼育小屋は大変過酷な状況で

ある事を実感 した。

(1)エ ピソー ド4

　前述 した大学の共

同研究者が"ウ サ ギ

の先 生"(人 間で は

な くウサ ギの国か ら

や って来た ウサ ギの

先生 を意味す る)と

称 して来園 し,子 ど

もた ち と話す場 を設

けた。
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　 (以下の会話 　 T:大 学の先 生 　 C:園 児)

T「 ウサギの国か らやってきま した。今 日はみんなに

　 　会 うために人間の姿になってきま した。 みんなは

　 　ウサギ さんが好 きですか?」

crは あい!」

　 「ナナ とキ ララがね,病 気 なん よ」

T「 みんなが病気 になった ら,ど うす る?」

C「 お医者 さんに行 く」

T「 ナナ もキ ララも一緒だ よ。 お医者 さん行 って,そ

　 　の後 も大切 にお世話 してあげ るんだ よ」

C「 ごはんはいつあげた らいいの?」

　 「夜 もち ょっ とあげた ら?」

T「 ウサギ さんはね,一 日2回,朝 と夕方 ご飯 を食 べ

　 　るんだ よ。 ウサギ さんの様子 を よく見てね,す ぐ

　 　全 部食 べ て しま った らあ げ る量 が少 ない って こ

　 　と。残 った ら多す ぎるって ことだ よ。全 然食 べな

　 　かった ら気 分が悪 いんだ よ。 だか らいつ も注意 し

　 　て見ててね。食 べ残 した古いお野菜 は捨てて新 し

　 　いのにかえて くだ さいね」

C「 お薬 は何 で小 さいの?」

T「 みんなか ら見た ら小 さいか もしれないね。 で もナ

　 　ナの体 はみんな よ りもとって も小 さいか ら,ナ ナ

　 　に とってはかな り大きいんだ よ。 みんなだった ら

　 　こん な大 き なお薬飲 め るか な あ?飲 め ない よね

　 　え。 だか ら飲 みやす い よ うに水 で溶 か してか らあ

　 　げて るんだ よ」

C「 草む らで散 歩 させ て もいいです か?」

T「 外に出 してあげたいの?ナ ナは人間でいった ら何

　 　歳 か知 って る?80歳 だ よ。 おばあ さん ウサギ さん

　 　なんだ よね。病気 もす るし,元 気 がない こともあ

　 　るよね。 みんなみたいに若 くて元気 だった ら毎 日

　 　外 に行 きた くな るんだけ ど,お ばあ さんだか ら家

　 　にい るほ うが幸せ なんだ よ」

　 「ナナ とキ ララは,ウ サギの国で先生たちの仲間だっ

　 　たんだ よ。 だか らこれか らも大切 に してね」

　 この ウサギの先生の来園後,特 にエサのや り方に対

す るこどもたちの意識 が高まった。 具体的には,一 日

2回,朝 と夕方 に ごはんを食 べ るとい う話 が強 く印象

に残 ってお り,当 番 活動 の際に,そ の ことに関す る会

話 が見 られ るよ うになった。

・「エサ分 ける。 だって ウサ ギの先生が朝 と夜2回 って

　言 ってたか ら」

・「先生 ,ど うしよ う!だ って,ウ サギの先生がナナ と

　 キ ララは夜 も食 べ るって言った じゃん?で も私たち

　 (夜は)幼 稚 園にいない よ」

・「先生 ,お 願い だか らナナ とキ ララの夜 の ご飯頼 む

よ!」 その後 も毎 日 「頼む よ」 と言 っていた子 ども

か らは 「先生,い つ も大変だね。で も今 日もよろ し

くね。ナナ とキララのた めだか らね」 と教師 を気遣

う発話 も認 め られた。

・残 ってい る白菜 を見て ,「 これ捨て るの?」 と教 師に

尋 ね る子 ども もいた。 教師 が 「ど うして そ う思 う

の?」 と聞 き返す と子 どもは 「だ って,ウ サ ギの先

生が ご飯残 ってた ら捨ててね って言 ってた し,古 い

のだ めって」と返答 した。「そっかあ。ウサ ギの先生

の言 った こ とよ く覚 えて いたね。 じゃ あ ど うしよ

う?」 と相談す る と,当 番 にな ってい る4人 の子 ど

もた ちで 「もったいない よね」と話 し合い なが らも,

結局 「もったい ない けど,病 気 にな っちゃあい けな

いか ら捨て よ う」 とい う結論 になった。

　 この頃か ら,各 ウサ ギに対 して餌箱 を2つ 用意 して,

子 どもた ちが朝用 と夜用 に分 けるこ とがで きるよ うに

した。 当番 にな った子 どもた ちは 「こっちは夜用ね」

と言いなが らケー ジの上 に置いて ある餌箱 にエサ を分

けて入れ る姿が見 られた。

　また,大 学の共同研究者か ら幼稚園の教師に対 して

次のようなア ドバイスがあり,そ れを子 どもたちにも

伝えた。

・ウサ ギは落ち着 きたい時は薄暗い場所 を好むので,

ウサギ を休 ませ たい時や人の 出入 りが多い時 は,

ケージの上か ら布 や段ボール をか けることで,ウ

サギが安心 して落 ち着 くよ うにな る。また,布 や

段 ボール をかけ る箇所は,全 体ではな く トイ レの

部分 を含 めて上半分程 度が よい。人間 と一緒で ト

イ レは薄暗い方が よい。

・キララとナナはそれぞれ にケージに入 っているが,

キ ララのケージが少 し狭い。理想的なケー ジの大

きさは,ウ サギが寝そべ る場所が何か所か ある く

らいのスペースであ る。また,床 の高 さも少 し高

めの方が,望 ま しい。

・キ ララとナナのケー ジは並べて置いてあ るが ,中

の餌箱 が向かい合 うよ うにす るこ とで,キ ララ と

ナナが互い を認識 で きるよ うにな る。

(2)エ ピソー ド4の 考察

　 "ウ サ ギの先生"と の対面 は子 どもた ちにとって初

めての体験で あった。 これまで子 どもた ちが教師 と共

に考 えた り疑問 に思 っていた こ とを,ウ サ ギの先生 に

積極的 に尋ね る姿が見 られた。"ウ サ ギの先生"は,子

どもた ちの質問 に対す る答 えだ けでな く,ウ サ ギの先

生の立場 と して気づいた こ とを,具 体的な方法 に して
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理 由を説明しながら伝 えたので,子 どもたちにとって

も非常に分か りやす くなったのではないか と思われ

る。特にウサギの立場を人間に置き換 えて話 したこと

で,子 どもたちや教師にも理解 しやすかったものと考

えられた。 ウサギに対す る思いや りの心を育むために

は,ウ サギの立場 を人間に置き換 えながら理解できる

ようにする工夫や,ウ サギに対する適切なかかわ り方

の根拠 となる理 由をきちん と添 えることが明らか と

なった。

　また,"ウ サギの先生"と のや りとりを通 して,自 分

たちで取 り組めそ うなこと(こ こではエサを朝用と夜

用に分けること)に ついて関心が向けられる姿が見ら

れた。そこで餌箱 を二つ用意す ることで,実 際にエサ

を朝用と夜用に分けていれる姿が見られ るようになっ

てきた。 このことから,子 どもたちがウサギへのかか

わ り方に対する情報を得た際に,具 体的にどのような

ことに心動かされたのかについて,子 どもたちの行動

や発話から推察して,そ の子 どもの思いを実現できる

ように環境を整えることが必要であると考えられた。

て ね。

ウサギのせんせいより

5)2013年10月

(1)エ ピソー ド5

　 ウサギの先生に教 えて もらった ことの中で,キ ララ

の家が狭 い とい う課題 があったので,子 どもたち とそ

の解決策 について考 える場を設 けた。子 どもたちか ら

は,「 みんなでお金持って来て買お うや」 「おれ100円 あ

る!」 「おれ20円!」 とい う声 が出てきた。そ こで教 師

も参加 して幼稚 園で買お うとい うことに決 定 した(本

研 究か ら支 出 した)。

　 しば らくして,ウ サギの先 生か ら次の よ うなお手紙

と共に,新 しいケージが届いた。

　子 どもた ちは手紙

を見て興奮 して喜ん

でいた。 また,ウ サ

ギの先生 とキララが

テ レパ シーで話がで

きるこ とに子 どもた

ちは驚いていた。改

めて ウサ ギを大事 に

して あげよ うとい う

気持 ちにな り,ウ サ

ギの こ とに思い を寄

せ る声 も聞かれた。

　また,エ ピソー ド4に も示 した よ うに,キ ララとナ

ナの餌箱 を向い合せ にす ること とその理 由を聞いた子

どもた ちは,ウ サギの様子 を よく見なが ら,「キララ と

ナナが顔 を合わせ てた よ」 「キララが ウサ ギの先生か ら

家 もらった よってナナ ちゃんに言 ってたんよ」 「テ レパ

シーでナナ とキララ と3人 で話 してたんか も!」 と友

だ ち同士で会話 してい る姿 も見 られた。

キララちゃんのお友 だちのみんなへ

　 こんにちは。ウサ ギの先生です。最近寒 いけれ ど,

みんな元気 です か?ウ サギの国の ウサギ村 では ウサ

ギ さん達 が毛をモ コモ コに してお家の回 りに風 よけ

を立てて冬 の準備 を しています。

　今 日はキ ララちゃんか ら 「お友 だちが,私 のお家

がせ まい か ら私 が病 気 にな らな いか心 配 して い る

の。 ど うした らいいか しら?」 と聞いたので(ウ サ

ギ村 の ウサギ さん達 は ウサギテ レパシーを使 うと離

れ ていて もお話で きるのです),み な さんにお手紙 と

新 しいお家 のプ レゼ ン トを送 ることに しま した。 キ

ララちゃん とみんなが喜 んで くれ ると嬉 しいな。

　み んなが私 の仲 間のキ ララちゃんの ことをた くさ

ん心配 して くれ てい るので,と て も嬉 しいです。 こ

れ か らも 「キララおばあちゃん」を大切 に してあげ

(2)エ ピソー ド5の 考察

　エ ピソー ド4に もあった よ うに,"ウ サギの先生"が

幼稚園 にや って来た時 に,"ウ サ ギの先生"は,「 ウサ

ギの国か らや って きま した。今 日はみんな に会 うた め

に人間の姿 にな って きま した」 と子 どもた ちに語 りか

け,子 どもた ちは大喜びで あった。エ ピソー ド5の よ

うにキララの家 を広い もの に買い換 えよ うとい う話 に

な った時 に,教 師 は子 どもた ちに内緒で事前 に大学 と

連携 を とっていたので ある。新 しいケー ジを幼稚園で

購入す るに して も,子 どもた ちに とっては ウサ ギの先

生か らプ レゼ ン トして も らった とい う方が,よ りウサ

ギの立場 を身近 に感 じた り,"ウ サギの先生"か ら教 え

て もらった ことが強 く印象づ け られた りす るので はな

いか と考 えたか らで ある。その結果,教 師が予想 した

よ うに子 どもた ちは大喜びで あ り,エ ピソー ド4の 際

に"ウ サ ギの先生"か ら教 えて も らった こ とと関連づ

けなが らウサ ギの様子 を見てい る姿が見 られた。 この

こ とか ら,ウ サ ギの こ とについて子 どもた ちと考 える

場がで きた際 には,そ の 内容 を強 く印象づ ける工夫 を

す るこ とで,子 どもた ちはよ りウサ ギの こ とを思いや

る心情 を育む こ とがで き るので はない か と考 え られ

た。
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6)2013年12月

(1)エ ピソー ド6

　夜 が とて も寒 くなって来たので,寒 い時期 に備 えて

ウサギのために ど うした らいいか を子 どもたち と考え

る場 を設 けた。(以 下の会話 　 T:教 師　 C:子 ども)

T「 夜寒 くなってきたね え。 みんなのお家 も寒 い?」

C「 寒 くない よ。エアコンあるもん」「窓閉めてるもん」

T「 そ うよねえ。 キ ララもナナ も先 生の部屋 にい るで

　 　しょ う。先 生たちがい る時はエア コンがついて る

　 　か ら暖かいんだけ ど,帰 る時はエア コン切 るか ら

　 　とって も寒 いの よ。 ナナたち大丈夫かなあ?」

C「 ずっ とエア コンか けてあげてれ ばいい じゃん」

T「 それはできない よ」

crえ えっ?」

　 「じゃあ,な んかでお家作 る?」

　 「段ボール とかで」

　以上の よ うな会

話 を経て,段 ボー

ルで ウサギの家を

作 ることに した。

ケージ全体を覆 う

ことのでき る大き

さの段ボール に絵

を描 いた り,折 り

紙 を貼って飾 りに

した りした。

　子 どもたちな りに一生懸命 作った家のカバ ーであっ

たが,隙 間が多 かった り丈 が短 かった りした。そ こで,

大学の共同研 究者 に子 どもたちの様 子 を知 らせ,再 び

子 どもたち宛 てに手紙 を書いて もら うこととした。

くて安心 して眠 ることがで きるか ら嬉 しいな。で も

ね,カ バーが少 し短 くて時 どき隙間風が入 って きて

しま うの。 も うち ょっ と長かった ら嬉 しいのだ けれ

ど,ウ サギの先生か らみんな にお願い して も らえな

いか しら?」 と言っていま した。そ こで今 日はみな

さんにお願 いがあ ります!キ ララちゃん とナナ ちゃ

ん のお家 にカ バー を かけた 時,夜 中に冷 たい風 が

入 って きそ うなす き間がないか,よ ～ く見て あげて

くだ さい。 も しも 「こ こか ら風 がた く さん はい る

よ!」 とい う場所があ った ら,ダ ンボールのカバー

を大き く してふ さいで ほ しいな。 ウサ ギの先生か ら

のお願 いです。 ウサギ達は幼稚園のみんな よ りも体

がず っ と小 さいので,お 家が寒い とあ っ とい う問 に

体が冷た くなって しまいます。それ に,キ ララちゃ

ん もナナ ちゃん もおば あちゃんだか ら,一 日じっ と

してい るで しょ?だ か らみんなみたい に運動 した り

遊んだ りして体をあったか くで きないんです。お家

があたたか くない と病気 にな るので,お 家 をあたた

か くす る方法が他 にもないか考 えて くれ ると嬉 しい

な。

　 ク リスマスやお正月の頃 には もっ と寒 くな る と思

うので,こ れか らもキ ララちゃん とナナ ちゃんの様

子 をよ～ く見ててあげてね。 もちろん,み んな も風

邪 をひかない よ うに,手 洗い うがいは しっか りとし

てね!

　　 　　　　　　　　　　　 ウサ ギのせんせい よ り

　 ウサ ギの先生か らの手紙 を受 けて,再 度子 どもた ち

は以下の よ うに家 を作 り直 した。

・ケージの上部に ,段 ボール で開閉できる窓 を作った。

・家の丈 を長 く継 ぎ足 して ,下 の隙間 をふ さいだ。

・段ボールの家の取 り外 しがで きやすい よ うに穴 をあ

　 けて取 っ手 を作 り,そ の上 に さらに段 ボール でカ

　バー を して隙間がない よ うに し,取 っ手 を使いたい

　時だ けカバーが外せ るよ うに した。

　高齢ウサギのた

めの寒い時の飼育

方法について大学

の共同研究者 と連

携 して,以 下の2

点を中心に飼育環

境 の改 善 を試 み

た。
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・ウサギは人間 よ りも体がず っ と小 さいので ,家 が寒

　い とあっ とい う問に体温が下が る。

・高齢 の ウサギは動 かず に じっ としてい る傾 向があ る

　ので,家 が暖か くない と病気 にかか りやす い。

　 これ らの ことを,"ウ サ ギの先生"か らの手紙で知 る

とい う経験を通 して,再 び家作 りに励む姿が見 られた。

最初 に家を作った時にはやや もす ると装飾 の方に関心

が向 く傾 向にあったが,2回 目の時は ウサギが寒 くな

らない よ うに家 の機 能に関心を向 ける姿が多 く見 られ

た。ウサ ギに対す る配慮 の心 の育み には,"ウ サギ さん

が寒 いだろ うね"と いった情感 を揺 さぶ ることは もち

ろん重要であ るが,"ウ サ ギの体 は小 さい ので,人 間 よ

りも寒 くな りや すい"と い う倫理 的な思考ができ るよ

うな情報 を得 る事 も必要であ ることが分かった。 さら

に適切 な情報 を得 た際に,自 分 た ちな りにかかわ るこ

とが可能な素材(こ こでは段 ボール)を 用意 してお く

ことも,ウ サギに対す る思いを行動 に移 す ことにつな

が るもの と考え られ た。

7)2013年12月

(1)エ ピソー ド7

　 年度 当初 のA児 は,飼 育 当番 を して いて も 「くっ

せ 一」 と笑 っていた。9.月 の避難 訓練 の前 日には,み

ん なで紙芝 居 を読 んで避難 の仕 方 を確認 してい る際

に,子 どもたちの 中か ら 「キ ララちゃん とナナちゃん

は ど うす るの?」 「逃 げれ る よ うにせ ん とい けん じゃ

ん」 「(紙芝居 に出てきたカメの よ うに)先 生が(ウ サ

ギ を)ポ ケ ッ トに入れて逃 げて!」 「で も入 らんよ」と

い う声が出てきた。しか し,そ の時 もA児 は会話 に入 っ

て来 よ うとは しなかった。

　 次の 日の避難 訓練 の直後に,A児 が教 師に 「今 日は

ウサギは逃 げたん?」 と尋ねた。教 師が 「今 日は先 生

とは一緒に逃 げてないん よ」と答 える と,「やっぱ りポ

ケ ッ トに入 らんけん,い けん じゃんか!」 と真剣 な表

情 で訴 えた。前 日には ウサ ギの避難 に関す る会話 に

入 って来 よ うとは しなかったA児 であったが,実 は会

話 の内容 が気 になっていた ことが うかがえ る。

　 12月 になって,エ ピソー ド6に 紹介 した よ うに,み

んなで ウサギが寒 くな らない よ うな家 を作ったが,そ

の際に,A児 は一人で黙々 と段 ボール を組 み合わせ て

箱 に し,上 側 と側面 の一部 を切 っていた。「何 を作って

い るの?」 と尋 ね ると,A児 は 「ナナ ちゃん とキ ララ

ちゃんのだ よ」といって熱 中 してい る。そ して 「じゃ一

ん,で きた。逃 げれ るや つ」 と満 足そ うに言 ってい る

ので,再 度 「何 ができたの?」 と尋ね ると,A児 は 「逃

げ るやつ。火事 のや つ」 と言 っていた。 そ こで数 か月

前に ウサギの避難 について話題 に上がった ことがA児

の心の中でつながっていた ことに初めて気づいた。 「わ

あ,こ れな らナナ ちゃん とキ ララちゃん安心だね」 と

声 をか け る と,A児 は ウサ ギの い る職員 室 に 自分 が

作 った避難 用の箱 を持 ってい った。

　 A児 は,職 員室 にい る教師 に 「これ はウサ ギの家で

す」 とき然 とした表情で話す と 「も うウサ ギさんの家

はみんなが作 って くれて る し,ど うしてAく んが持 っ

て来て くれた家 は

小 さい の?」 と尋

ねた。す る と 「火

事 にな った ら,こ

の家 にウサ ギを入

れて逃 げて くだ さ

い」 と堂 々 と答 え

た。「先生 は,も し

火事 になった ら子

どもた ちが逃 げる

こ とばっか り考 え

ていた けれ ど,Aく ん はウサ ギさんが逃 げるこ とも考

えて くれたの?」 と再度尋ね る と,A児 は深 く うなず

いて保育室 に戻 ってい った。

(2)エ ピソー ド7の 考察

　A児 は,年 度当初の飼育当番時に 「くっせ一」と笑っ

てばか りいる姿が見 られていたので,今 回 どのような

経緯で ウサギの避難用の家まで作 るようになったの

か,A児 の心の背景まで推察することはできないが,

A児 の成長に大きな喜びを感 じた場面であった。

　年長児が飼育当番を通 してウサギにかかわる際には

毎年様々な姿が見 られるものである。高齢なウサギに

思いを寄せる姿もあるが,中 にはウサギが苦手だった

り,無 関心だった りする姿も見 られる。子 どもによっ

てウサギへのかかわ り方が多様であることは自然であ

り,個 々に応 じた方法でかかわっていくことが必要で

ある。また大切なことは,丁 寧にお世話 しようとする

教師の姿や,大 学の共同研究者か らの適切な情報をも

とにして常にみんなで話 し合い,考 える場や時間があ

るとい うことがウサギを囲む環境にとって重要ではな

いかと考えられた。

4.総 合考察

1)高 齢ウサギの適切な飼育方法

　子どもたちや教師が飼育活動を通 して悩んだことを

大学の共同研究者に相談 したことや,共 同研究者が実

際に飼育の様子を見て気づいたことを通 して,高 齢の

ウサギの適切な飼育の仕方 として明 らかになったこと

を以下のようにま とめた。
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・人間 よ り小 さい体の ウサギは ,特 に高齢 の場合,暑

さ ・寒 さが こた えるので,温 度調節 がで きる工夫を

した方 が よい。

・高齢 の ウサギをケージで飼 う場合 は ,過 度 な刺激 を

与え ることは禁物 なので,あ ま り移動 させ ない方 が

よい。

・高齢 の ウサギが複数 い る場合 は ,個 別飼 育が望ま し

いが,餌 箱な どを向かい合 わせ に して,互 いの存在

を認識 でき るよ うにす るとよい。

・ウサギをケージで飼 う場合 は ,ウ サギが リラックス

でき るよ うに,ゆ っ く りと寝 る場 所 を確保 でき るス

ペ ース を与 えることが望ま しい。

・ウサギを休 ませ たい時や ,人 の出入 りが多い時は,

ケージの上か ら布 や段 ボール 等 をか けて,外 か らの

刺激 を遮 断でき るよ うにす るとよい。 また,ト イ レ

も薄暗い方が落 ち着 く。

・ウサギは一 日2回 ,朝 と夕方 にエサ を食 べ る。 ウサ

ギの様子 を よく見て,古 い野菜 は捨てて新 しい もの

にかえ る。

2)高 齢ウサギとの関わ りを通 した心の育み

　教師は,高 齢化 しているウサギに対して子 どもたち

がウサギの状況を感 じとりながら思いや りの心をもっ

て接 してほしいと願ってきた。大学の共同研究者 との

連携により,高 齢なウサギにかかわる子 どもたちの心

を育む支援の在 り方として以下のことが明らかになっ

た。

・子 どもたちがウサギの状況を身近に感 じた り考えた

　 りすることができるように,子 どもたちと教師が共

　に考える場を設 けることが効果的である。その際に

　は,子 どもたち自身の過去の経験や現在の生活と関

　連づけるような教師の言葉がけの内容 と,言 葉がけ

の タイ ミングが必要で ある。

・ウサ ギの飼育方法 を習得 してい く際 には ,具 体的な

かかわ り方 を知 るこ と,人 間 に置 き換 えなが ら理解

で きるよ うにす るこ と,か かわ り方の根拠 にな る理

由や適切な認 識 につ なが る情報 をきちん と添 えるこ

とが大切で ある。飼育方法 を習得す るこ とに終わ る

のでは な く,ウ サ ギの立場 をよ り身近 に感 じるこ と

がで き,思 いや りの心 をもって接す るこ とがで きる

と考 え られ る。

・ウサ ギとのかかわ りを通 して子 どもた ちの心 を育む

た めには,子 どもた ちを取 り巻 く環境構成への配慮

が必要で ある。具体的 には,子 どもた ちの行動やつ

ぶや きな どか らどの よ うな こ とに心動か されてい る

のかを とらえ,そ の思いが実現できるよ うな ものや,

自分た ちな りにウサ ギのた めにかかわれ る素材 な ど

で ある。

・子 どもた ちの実態 として ,ウ サ ギに心 を寄せ る姿 ・

無関心な姿 ・苦手意識 を もってい る姿は様々である。

子 どもた ちの個人差 に応 じてかかわ る と同時 に,丁

寧 にかかわ ろ うとす る教師の姿勢が ある とい うこ と

や,ウ サ ギの こ とについてみん なが話 し合い,考 え

る場や時間 を積み上 げてい くこ とが必要で ある。
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